
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジングに内蔵された圧縮機構を上記ハウジングを貫通する駆動軸によって駆動する
とともに上記ハウジング内に吸入された低圧ガス冷媒に含まれる潤滑油のミストによって
上記圧縮機構を潤滑する

圧縮機において、上記シヤフトシール
との間に限界された空間を大気に連通させる均圧穴を

設けたことを特徴とする
圧縮機
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は空気調和機等に搭載される圧縮機に関する。
【０００２】
【従来の技術】
この種スクロール型圧縮機の１例が図２に示されている。
１はハウジングで、カップ状本体２とこれに図示しないボルトによって締結されたフロン
トハウジング６とからなる。
駆動軸７は実質的に水平にフロントハウジング６を貫通し、その内端大径部 7aは主軸受９
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ものであって、上記圧縮機構の外側に上記ハウジングとの隙間を
シールするシヤフトシールと、同シヤフトシールの外側に上記駆動軸の外端部を上記ハウ
ジングに軸支するグリース充填式の軸受とを具えた
と上記軸受 、上記シヤフトシールと
上記軸受との間の、上記空間の上部位置のハウジングに貫通して

。



を介して軸支され、外端部は軸受８を介して軸支されている。
そして、この駆動軸７とフロントハウジング６との隙間は軸受８の内側においてシヤフト
シール 35によってシールされている。
【０００３】
ハウジング１の内部には固定スクロール 10及び旋回スクロール 14等からなるスクロール型
圧縮機構Ｃが内蔵されている。
固定スクロール 10は端板 11とその内面に立設されたうず巻状ラップ 12とを備え、この端板
11はボルト 13によってカップ状本体２に締結されている。
端板 11の外周面をカップ状本体２の内周面に密接させることによってハウジング１内が仕
切られ、端板 11の外側には吐出キャビティ 31が限界され、端板 11の内側には吸入室 28が限
界されている。
【０００４】
また、端板 11の中央には吐出ポート 29が穿設され、この吐出ポート 29は吐出弁 30によって
開閉される。
吐出弁 30の揚程は弁押さえ 32によって規制され、これら吐出弁 30及び弁押さえ 32の一端は
ボルト 33によって端板 11に締結されている。
【０００５】
旋回スクロール 14は端板 15とその内面に立設されたうず巻状ラップ 16とを備え、このうず
巻状ラップ 16は固定スクロール 10のうず巻状ラップ 12と実質的に同一の形状を有している
。
旋回スクロール 14と固定スクロール 10とは相互に所定距離だけ偏心し、かつ、  180°だけ
位相をずらせて図示のように噛み合わされる。
【０００６】
かくして、うず巻状ラップ 12の先端面に埋設されたチップシール 17が端板 15の内面に密接
し、うず巻状ラップ 16の先端面に埋設されたチップシール 18が端板 11の内面に密接し、う
ず巻状ラップ 12と 16の側面が複数個所で線接触することによってうず巻の中心に対してほ
ぼ点対称をなす複数の圧縮室 19a 、 19b が形成される。
【０００７】
端板 15の外面中央部に突設された円筒状のボス 20の内部にはドライブブッシュ 21が旋回軸
受 23を介して回動自在に嵌装され、このドライブブッシュ 21に穿設されたスライド溝 24内
には駆動軸７の内端に偏心して突設された偏心駆動ピン 25がスライド可能に嵌合されてい
る。
【０００８】
端板 15の外面の外周縁とフロントハウジング６の内端面との間にはスラスト軸受 36及びオ
ルダムリンク 26が介装されている。
旋回スクロール 14の公転旋回運動による動的アンバランスを平衡させるためにドライブブ
ッシュ 21にはバランスウェイト 27が固定され、駆動軸７にはバランスウェイト 37が固定さ
れている。
【０００９】
しかして、駆動軸７が回転すると、偏心駆動ピン 25、スライド溝 24、ドライブブッシュ 21
、旋回軸受 23、ボス 20等からなる旋回駆動機構を介して旋回スクロール 14が駆動され、旋
回スクロール 14はオルダムリンク 26によってその自転を阻止されながら公転旋回半径を半
径とする円軌道上を公転旋回運動する。
【００１０】
すると、うず巻状ラップ 12と 16の側面の線接触部が次第にうず巻の中心方向に移動し、こ
の結果、圧縮室 19a 、 19b はその容積を減少しながら、うず巻の中心方向に移動する。
これに伴って、吸入通路 37を通って吸入室 28へ吸入された低圧ガス冷媒がうず巻状ラップ
12と 16との外終端によって限界された開口部から圧縮室 19a 、 19b 内へ取り込まれて圧縮
されながら中央の室 22に至り、ここから吐出ポート 29を通り吐出弁 30を押し開いて吐出キ
ャビティ 31へ吐出され、そこから図示しない吐出口を経て流出する。
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【００１１】
そして、吸入室 28に吸入された低圧ガス冷媒に含まれているミスト状の潤滑油によって圧
縮機構Ｃ、主軸受９、シヤフトシール 35、ドライブブッシュ 21、旋回軸受 23、オルダムリ
ンク 26、スラスト軸受 36等を潤滑している。
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】
上記圧縮機の運転時、吸入室 28内に吸入された低圧のガス冷媒及びこれに含まれているミ
スト状の潤滑油がシヤフトシール 35のシール隙間を通って空間 38内に入る。
そして、圧縮機の停止時、この空間 38内でガス冷媒が液化して液冷媒となって溜まる。
【００１３】
圧縮機の運転を再開すると、軸受８の温度上昇により空間 38内の液冷媒が蒸発することに
よって空間 38内の圧力が上昇して空間 38内の潤滑油が軸受８内に侵入してこの軸受８内の
グリースを希釈させることによって劣化させるという問題があった。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
　本発明は上記課題を解決するために発明されたものであって、その要旨とするところは
、
【００１５】
　

、上記空間の上部
ある。

【００１６】
【発明の実施の形態】
本発明の実施形態が図１に示されている。
軸受８とその内側に配設されたシヤフトシール 35との間に限界された空間 38の上部を大気
に連通させる均圧穴 40がフロントハウジング６を貫通するように穿設されている。
他の構成は図２に示す従来のものと同様であり、対応する部材には同じ符号を付してその
説明を省略する。
【００１７】
しかして、圧縮機の運転時、吸入室 28内に吸入された低圧ガス冷媒及びこれに含まれてい
るミスト状の潤滑油がシヤフトシール 35のシール隙間を通って空間 38内に入る。
圧縮機の停止時、空間 38内でガス冷媒は液化して液冷媒となって潤滑油と一緒に溜まるが
、均圧穴 40は空間 38の上部に開口しているので、液冷媒及び潤滑油が均圧穴 40を通って外
部に溢出することはない。
【００１８】
圧縮機の運転を再開することによって軸受８の温度が上昇し空間 38内の液冷媒が蒸発する
が、この冷媒蒸気は均圧穴 40を通って大気中に放出されるので、空間 38内の圧力が上昇す
ることはなく、従って、空間 38内の潤滑油が軸受８に侵入するのを阻止できる。
【００１９】
以上、スクロール型圧縮機に本発明を適用した実施形態について説明したが、スクロール
型に限らず任意の型式の圧縮機構をハウジングに内蔵してなる圧縮機に本発明を適用しう
ることは勿論である。
【００２０】
【発明の効果】
本発明においては、駆動軸の外端部をハウジングに軸支する軸受とその内側に配設されて
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次のものである。　

ハウジングに内蔵された圧縮機構を上記ハウジングを貫通する駆動軸によって駆動する
とともに上記ハウジング内に吸入された低圧ガス冷媒に含まれる潤滑油のミストによって
上記圧縮機構を潤滑するものであって、上記圧縮機構の外側に上記ハウジングとの隙間を
シールするシヤフトシールと、同シヤフトシールの外側に上記駆動軸の外端部を上記ハウ
ジングに軸支するグリース充填式の軸受とを具えた圧縮機において、上記シヤフトシール
と上記軸受との間に限界された空間を大気に連通させる均圧穴を、上記シヤフトシールと
上記軸受との間の 位置のハウジングに貫通して設けたことを特徴とする
圧縮機で



駆動軸とハウジングとの隙間をシールするシヤフトシールとの間に限界された空間を大気
に連通させる均圧穴を設けたため、この空間の圧力上昇を防止することができ、従って、
この空間内の潤滑油が軸受に侵入するのを阻止することができるので、軸受内のグリース
が潤滑油により希釈されることによって劣化するのを防止できる。
【００２１】
空間の上部に均圧穴を開口させれば、空間内の液冷媒や潤滑油が均圧穴を通って溢出する
のを防止しうる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態を示す圧縮機の縦断面図である。
【図２】従来のスクロール型圧縮機の縦断面図である。
【符号の説明】
１　ハウジング
Ｃ　圧縮機構
７　駆動軸
８　軸受
35　シヤフトシール
38　空間
40　均圧穴
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